
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年7月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2021年7月30日～2022年8月26日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202208_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 1,979.59 ▲0.75% 1.87% 5.51% 2.29%

日経平均株価 3.24%28,641.38

企業業績については、原材料価格の上昇、米国や欧州の景気後退懸念を残しつつも、
円安水準が続いており輸出関連企業の業績上方修正が期待されます。当面の国内株式
相場は、円安進展による輸出関連企業の業績改善見通しに支えられ底堅く推移すると
みられますが、一方で、これまでの円安による業績へのプラス効果は相当程度織り込
まれたとみられることから、上値余地も限定的とみています。

国内株式相場は底堅く推移するが、上値余地も限定的

（期間：2021年7月30日～2022年8月26日）

情報提供資料
2022年8月29日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2022年8月22日～8月26日）

投資環境見通し（2022年8月）

先週の国内株式市場は、前週末比で下落しました。
ジャクソンホール会議を週末に控え、米国金融政策への不透明感から持ち高調整の動
きが強まり、週の半ばにかけて下落基調で推移しました。その後は様子見姿勢が強
かったものの、米国長期金利の上昇一服感から国内株式は上昇に転じ、週の下げ幅を
縮めて週を終えました。

MYAM Market Information
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